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 x線CTを用いて脳の充実度(頭蓋腔容積に対する脳実質容積の割合)を測定し,PET
 (positronemmissiontomography)を用いて脳血流量,脳酸素消費量,酸素摂取率を測定した。
 脳の充実度はGE社製のCT-T8800を用いてorbito-meatallineの上方30mmから90mmまでを
 測定した。脳の実質と脳脊髄液を計りわけるのにはCT値を用い,CT値が19以一ヒは脳実質であ
 るとし,CT値がマイナス10から18までは脳脊髄液とした。脳脊髄液の容積と脳実質の容積を合
 計したものを,頭蓋内容積とした。
 対象者は恒常的な神経障害がなく,X線CT上異常のないユ0歳台から80歳台にいたる男617人,
 女628人の計1245人であった。頭蓋内出血,脳梗塞,脳腫瘍,先天性の寄形,外傷で頭蓋内病変
 を伴うものは除外し,また水頭症はCT所見と臨床症状より除外した。
 脳の充実度は男女ともに10歳台より30歳台までは平均値の有意の変化としては認められなかっ
 た。40歳台以降は加齢にともなう低下が認められた。また40歳台以降では個人差が大きくなり,
 80歳台に至っては脳の充実度は77%から94.5%まで分布するようになった。これは加齢にともなっ
 て脳萎縮に関連する因子(高血圧,糖尿病,心疾患等)の個人差が広がることによると推定した。
 PETによる測定はOrtec社製のECATHをもちい酸素15吸入による定状状態法によりなされ
 た。脳の部位決定のためには脳血流量の画像において最大値の50%をむすんで輪郭を抽出し,そ
 の輪郭から脳の部位を推定した。関心領域の大きさは3c㎡の矩形のものをもちいた。酸素消費量
 と酸素摂取率の部位の同定と関心領域の設定は脳血流量の画像で得られたものをそのままもちい
 た。脳の各部位の平均をもって全脳平均の値とした。対象は20歳台から80歳台の26人であった。
 そのうち脳萎縮の危険因子(高血圧,糖尿病,虚血性心疾患,弁膜症)のないものig名で加齢
 の影響をみた。全脳平均血流量,全脳平均酸素消費量は加齢にともなって低下を認めた。(それ
 ぞれの危険率は5彩,1%)しかし酸素摂取率の加齢にともなう.変化は認められなかった。
 また脳の部分に分けて加齢の影響をみたとき加齢の影響をうけやすい部と,うけ難い部が存在
 した。特に酸素消費量においては中心溝の前後においての低下がすくなかった。これはいままで
 報告されたアルツハイマー型痴呆のブドウ糖消費量の低'下のパターンと類似していた。
 脳の充実度と全脳平均血流量,全脳平均酸素消費量は有意の正の相関関係が認められた。(そ
 れぞれの危険率は2%,5%)このことから脳の萎縮は単に形態的なものではなく脳血流量や,
 酸素消費量といった生理的な因子と関連をもつものと考えられた。
 現在までに脳萎縮の危険因子とされている高血圧,もしくは糖尿病をもつもの4人と同程度の
 脳充実度をもつ危険因子のない群の4人を比較したとき全脳平均血流量の低下と酸素摂取率の一ヒ
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 昇が認められた。この時酸素消費量には有意の差が認められなかった。
 またPETのみを用いて高血圧,もしくは糖尿病を持つもの7人を性,年齢を合わせて危険因
 子のない群と比較したとき,高血圧,もしくは糖尿病をもつ群では脳血流量の低'下,酸素摂取
 率のヒ昇が認められたが,酸素消費量には差が認められなかった。脳の酸素消費量は,脳血流量
 がある程度まで低下しても,酸素摂取率を上昇させることにより保たれているのではないかと
 考えた。
 脳の萎縮,酸素消費量の低下に先だって脳血流量の低下のある群が認められることから,いま
 までの研究,報告と併せて考えた時,脳血流の低下の時点で対策を講じれば,脳萎縮の制御の可
 能性があると推察した。
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 審査結果の要旨
 脳の老化し形態的萎縮と機能低下)の研究は,高齢化社会における重要研究課題である。この
 研究は脳老化のうち,脳の形態的評価をX線コンピューター断層装置(X-CT)で行い,生理的
 評価をポジトロンコンピューター断層装置(PET)を用いて行っていて,適切であり,又,生
 きている人の脳の老化を定量的にとらえ,直ちに脳の老化の予防,又は治療に役立たせようとす
 る意欲がみられる研究である。
 脳の加齢による形態的変化を客観的に評価するために,成人後一生変ることのない頭蓋腔体積
 に対する脳実質の体積の割合に100を乗じ,脳充実度(%)という指標を用いている。平均とし
 ては,脳の充実度は40才台以降加齢に併って指数関数的に低下し,個人差も増大した。
 このようなX-CTによる形態的変化に対し,酸素15(i502)吸入法によるPETを用いる研
 究(定常状態法)により,脳血流量,酸素消費量,酸素摂取率の定量的計測を行い以下のような
 結果を得ている。
 脳の充実度は,加齢に併って低下するが,脳の血流量と酸素消費量は,これと相関して低下し,
 正の相関が得られた。ただし酸素摂取率に関しては低下がみとめられず,不変又は,やや上昇す
 る。つまり血流量の低下に併う酸素量の不足を摂取率を増加させることによりホメオスタシスを
 維持しようとする生体防御機構が脳においても働いていることを明かにしている。
 脳の形態的萎縮と血流量及び酸素消費量の低下の生理的変化いずれが先行するかこの研究では
 明かにしていないが,形態の変化に先立って,機能の変化があらわれるのが,一般的であり示唆
 に富んだ研究である。
 軽度の萎縮脳において,脳の多くの部位に酸素消費量の低下がみとめられたのに,中心溝
 の前後の運動野,感覚野においてはその低下がみとめられなかった事実は,常時使用されている
 ところは,機能的にもやがては形態的にも老化が進行しないことを示し,無為性萎縮の比重がか
 なり大きいことを示唆している。
 以上,この研究は,その方向性,方法,結果ともにすぐれ内容は独創性をもち,学位授与に価
 する。
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